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撹乱化学物質学会年会 (2003年 12月,仙台市).講演要旨集 :429.
7)浅岡一雄,飯田景子,釜中慶朗,渡辺邦夫,鈴木樹理,西村剛,脇田真活,大場光芳,岡村浩,久保田
俊一郎 (2004)環境化学物質の組織に与える影響と癌疾患の検査用マイクロアレイの開発.日本薬
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松林清明 (平成 15年9月までセンター長併任)･景山節 (平成 15年 10月よりセンター長併任)･
sachithanantham Srikantha(外国人客員教授)･平井啓久 (遺伝子情報分野助教授併任)･上野書
一 ･後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子 (教務職員)･熊崎清則 (技官)･阿部政光 (技官)･釜中慶















































































































員研修会 (主催 :学校と動物園･科学館等の連携推進のための研究会)｣を 日本モンキーセンターおよ































































































析.第26回日本分子生物学会年会 (2003年 12月 神戸市).講演要旨集 :680.
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